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　 (緒　言)　会津中央病院歯科 口腔外科 は平成




複雑化 してきている。そこで,今 回演者 らは,会
津医療圏における当科の役割を確認する目的に,
当科 を受診 した初診患者 につ いて臨床的検討 を
行ったので,そ の概要 を報告 した。
　 (対象お よび方法)　対 象 は,開 設初年 度の
2000年4月か ら2001年3月までの1年 間(0年
度)と,開 設後10年目の2009年4月か ら2010年
3月までの1年 間(9年 度)と した。方法は,初
診時のカルテ記載内容 をレトロスペクティブに検





科的疾患が増加 していた。再来 も紹介が増加 して
いた。歯科疾患は有病者歯科が多数を占めた。紹
介は歯科だけでな く医科からも増加 し,院 内紹介
も増 えていた。形成外科や救命センターからは外
傷の依頼が多数を占めた。口腔外科ばかりでなく,
有病者歯科を中心 とした歯科疾患の依頼 も増加 し
ていた。
　 (まとめ)　開設当初は,か かりつけ診療所の要
素 が残 っていたが,10年経過 し,口 腔外科 を中
心とした専門診療科 となっていた。専門診療科の
役割として,口 腔外科 に加え,有 病者歯科や障害
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者歯科 も増加 していた。紹介元は歯科だけでなく,
幅広い診療科に及んでいた。院内紹介は,顎 顔面
外傷 を主に増加 し,急性期医療 を担 う診療科の一
つ となっていた。 しかし,こ れらの機能を維持す
るためにはマンパワーが必要で,医 師不足の会津
医療圏にとっては,大 学などの医育機関との連携
が必要と思われた。
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